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研究要旨 
タバコの値上げは喫煙者に禁煙を促すための有効な施策である。日本では 2018 年から

段階的な紙巻タバコの値上げが実施され、2018 年（タバコ税の引き上げによる）、2019
年（一般消費税の引き上げによる）、2020 年（タバコ税の引き上げによる）にタバコ価

格が上昇した。本研究は、この段階的なタバコの値上げが日本人の喫煙行動に与えた影

響を明らかにすることを目的とした。 
The Japan “Society and New Tobacco” Internet Survey（JASTIS）の 5 時点の縦断

調査データ（2017, 2018, 2019, 2020, 2021 年, N = 11,896）を分析した。年齢、性別、

社会経済状況、健康状態、飲酒、過去喫煙者の禁煙期間、喫煙者の 1 日当たりの喫煙本

数を調整し，一般化推定方程式を用いた多変量ロジスティック回帰でタバコ値上げの影

響を分析した。 
2018 年の値上げは過去喫煙者の喫煙再開を減らし（オッズ比 = 0.52、95%信頼区間：

0.41, 0.66）、喫煙者の禁煙を促進した（オッズ比 = 1.21、95%信頼区間：1.03, 1.42）。
2019 年の値上げは、喫煙再開（オッズ比 = 0.86、95%信頼区間：0.66, 1.13）および禁

煙（オッズ比 = 0.95、95%信頼区間：0.80, 1.13）に影響しなかった。2020 年の値上げ

は、喫煙再開を減らし（オッズ比 = 0.59、95% 信頼区間： 0.43, 0.81）、禁煙を促進し

ていた（オッズ比 = 1.44、95%信頼区間：1.20, 1.72）。 
タバコ税による値上げは喫煙を減少させた一方、一般消費税による少額の値上げは喫

煙行動に統計学的に有意な影響はなかった。タバコの値上げの影響について今後も継続

的に評価・検討していく必要がある。 

 
Ａ．研究目的 
タバコは公衆衛生上の重大な脅威である[1]。
タバコの値上げは禁煙を促進するために最も

効果的な政策であると考えられている[2-6]。
日本では 2014 年に世界に先駆けて加熱式タ

バコ製品（Heated tobacco products, HTP）
が販売されて以降、HTP は紙巻きタバコより

低い税率が課されてきた[7]。この税の不均衡

を是正するため、2018 年から 2022 年にかけ

て、毎年 10 月にタバコ税を引き上げる政策

が導入された。この政策により、2018 年、

2020 年、2021 年に紙巻きタバコの増税が実

施された[8]。この間、2019 年には消費税が

8%から 10%に引き上げられ、タバコ製品の価

格が引き上げられている。 
このような段階的なタバコの値上げが喫煙

行動に影響を与えた可能性がある。本研究は、

政策導入以前より継続的に実施されているイ

ンターネット縦断調査データを分析し、タバ

コ価格の段階的な引き上げが日本人の紙巻き

タバコ喫煙行動に与えた影響を明らかにする

ことを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
インターネット調査 
The Japan “Society and New Tobacco” 
Internet Survey（JASTIS）のデータを分析

した。JASTIS は、タバコ製品の認知、態度、

普及について継続的に調査しているインター

ネット調査研究である。楽天インサイト登録

者から無作為抽出された参加者を対象とし、

2015 年に初回調査が実施されて以降、毎年調
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査が行われている[9]。 
本研究では、2017 年（段階的なタバコ値上

げの前年）から 2021 年までのデータを分析

した。各年度の回答者数は、12,798 人（2017
年）、11,164 人 （2018 年）、11,000 人（2019
年）、11,000 人（2020 年）、26,000 人（2021
年）であった。このうち 18 歳未満の回答者や

不正回答と考えられる回答を除外し、連続し

た 2 時点の調査に回答した 11,896 人を分析

に含めた。各調査における前年からの追跡率

は 64.3%から 81.0%であり、ベースライン調

査参加者と追跡された参加者の特性に違いは

みられなかった（表 1）。 
 
測定項目 
質問紙により紙巻きタバコ喫煙を評価した。

初回調査時に「あなたは、現在タバコを吸っ

たり、使ったりしていますか」の質問に対し、

これまで一度も使ったことがない、1 回以上

使ってみたが習慣的には使用しなかった、以

前は習慣的に使っていたが今は止めている、

時々使う日がある、ほとんど毎日使っている

の選択肢で回答を得た。紙巻きタバコと手巻

きタバコについて、どちらかを吸っていれば

喫煙者と定義した。以前吸ったことがあるが

今は吸っていない人を過去喫煙者と定義し、

一度も喫煙したことがない人を非喫煙者と定

義した。以降の調査では過去 30 日間の使用

状況を尋ね、30 日以内に吸っている場合に

（現在）喫煙者と定義し、前回までの回答と

合わせて喫煙者、過去喫煙者、非喫煙者に分

類した。さらに、年齢、性別、学歴、等価所

得、配偶者の有無、住居形態、主観的健康感、

飲酒、過去喫煙者の禁煙期間、喫煙者の 1 日

の喫煙本数について各調査で回答を得た。 
 
統計分析 
2018 年、2019 年、2020 年のタバコ価格引き

上げが、非喫煙者の喫煙開始、過去喫煙者の

喫煙再開、喫煙者の禁煙に与えた影響をロジ

スティック回帰モデルで分析した。個人内の

相関を考慮するため一般化推定方程式を使用

した。年齢、性別、学歴、等価所得、婚姻状

況、住居形態、主観的健康感、飲酒を調整し

た。過去喫煙者のモデルはさらに禁煙期間に

ついて調整し、喫煙者のモデルは 1 日の喫煙

本数で調整した。 
  
（倫理面への配慮） 
この研究は大阪国際がんセンターの研究倫理

委員会（No. 1412175183）および国立保健医

療科学院（NIPH-IBRA #12112）の審査・承

認を得て実施された。 
 
Ｃ．研究結果 
研究参加者の特性を表２に示す。喫煙の開始、

再開、禁煙は、それぞれ 1.5%、6.5%、15.3%
にみられた。時間の経過とともに、喫煙の開

始と再開は減少し、禁煙は増加した。若年層

は喫煙行動の変化が多かった。社会経済状況

が不利ではない人や既婚者は喫煙しない傾向

にあった。 
調査期間中の研究参加者の喫煙状況の推移

を図 1 に示す。前年と比較して、非喫煙者の

喫煙開始は 2018 年と 2019 年に減少したが、

2020 年には変化がなかった。過去喫煙者の喫

煙再開は 2018 年、2019 年、2020 年に減少

した。喫煙者の禁煙は 2018 年と 2020 年に増

加し、2019 年にはわずかに減少した。 
すべての共変量を調整した多変量解析の結

果を図 2 に示す。非喫煙者の紙巻きタバコ喫

煙の開始は、2018 年（オッズ比 = 0.43、95%
信頼区間：0.30、0.61）、2019 年（オッズ比 
= 0.53、95%信頼区間：0.32、0.86）には著し

く減少した一方、2020 年（オッズ比 = 0.93, 
95%信頼区間：0.53, 1.64）には減少しなかっ

た。過去喫煙者の喫煙再開は、2018 年（オッ

ズ比 = 0.52、95%信頼区間：0.41, 0.66）と

2020 年（オッズ比 = 0.59、95%信頼区間：

0.43, 0.81）に有意に減少したが、2019 年（オ

ッズ比 = 0.86、95%信頼区間：0.66, 1.13）に

は減少しなかった。喫煙者の禁煙は、2018 年

（オッズ比 = 1.21、95%信頼区間：1.03, 1.42）
および 2020 年（オッズ比 = 1.44、95%信頼

区間：1.20, 1.72）に有意に増加した一方、

2019 年（オッズ比 = 0.95、95%信頼区間：

0.80, 1.72）には増加していなかった。各共変

量についての詳細な結果は表 3 に示すとおり

である。 
 
Ｄ．考察 
本研究により、2018 年と 2020 年の紙巻タ

バコ税引き上げによる値上げで、過去喫煙者

の紙巻きタバコの喫煙再開が有意に減少し、

喫煙者の禁煙が増加したことが明らかになっ

た。一方、2019 年の一般消費税の引き上げ

による値上げは、喫煙行動に統計学的に有意

な影響を与えなかった。非喫煙者における喫

煙開始は、2018 年と 2019 年の増税により

減少し、2020 年の増税では統計学的に有意
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な変化を認めなかった。 
日本では、2018 年までにタバコ税が 4 回

引き上げられている（2003 年 7 月、2006 年

7 月、2010 年 10 月、2014 年 4 月）。2010
年は引き上げ幅がもっとも大きく、マルボロ

1 箱が 320 円から 440 円に上昇した（37.5%
の上昇）。この急激な値上げが禁煙を促進し

たことが過去に報告されており、今回検証し

た段階的な値上げの 1 段階よりも大きな効

果量が報告されている[10]。 
本研究では、一般消費税による値上げによ

って紙巻きタバコの禁煙・再開は大きく変化

しないことが示された。これは、2019 年の

値上げ率が低かったことに起因している可能

性が考えられる。また、一般消費税引き上げ

により他の商品の価格も上昇したため、タバ

コの値上げが十分に注目されなかった可能性

もある。 
タバコの値上げは喫煙者の禁煙動機を高め

ることが指摘されている[11,12]。しかし、

この効果は実施後の数ヶ月間に限られるとい

う報告もある[13]。急激な値上げは紙巻きタ

バコの禁煙に大きな影響を与えるが、タバコ

の価格を毎年上げることは喫煙再開を防ぐ可

能性もあり、さらなる検証が必要である。 
本研究はいくつかの限界がある。第一に、

2020 年 4 月の健康増進法の改正により、屋

内喫煙が原則禁止された（ただし、喫煙室の

設置が認められるなど、国際基準に比べると

厳しくないという問題はある）[14]。このた

め、本研究の 2020 年の値上げの効果は過大

推定されている可能性がある。第二に、本研

究はインターネット調査であり、対象者の代

表性に限界がある。第三に、各項目の回答は

自己回答である。しかしながら、自己回答に

よる紙巻きタバコの喫煙の妥当性は過去に検

証されている[15]。第四に、2020 年以降の

調査は新型コロナウイルスパンデミック下で

実施されており、喫煙状況が影響を受けてい

る可能性がある。第五に、HTP への移行は

本研究では考慮していない。HTP を含むタ

バコ消費に対する段階的な値上げの影響を明

らかにするためには、さらなる研究が必要で

ある。最後に、今回の結果の日本以外の国へ

の外的妥当性は不明である。 
 
Ｅ．結論 
日本におけるタバコの段階的な値上げは、紙

巻きタバコの禁煙を促進し、喫煙再開を減少

させた。しかし、一般消費税増税によるタバ

コの値上げは喫煙行動に統計学的に有意な影

響はなかった。タバコの値上げの影響につい

て今後も継続的に評価・検討していく必要が

ある。 
 
 
Ｆ．研究発表 
１．論文発表 
Matsuyama Y and Tabuchi T. Stepwise 
tobacco price increase and smoking 
behavioral changes in Japan：the JASTIS 
2017–2021 longitudinal study (in 
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２．学会発表 

なし 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 
１．特許取得 
  なし 
２．実用新案登録 
  なし 
３．その他 

なし 
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表 1. ベースライン回答者と追跡された対象者の特性の比較 

  調査年 

 2017–2018 2018–2019 2019–2020 2020–2021 

 追跡率：81.0% 追跡率：79.4% 追跡率：76.6% 追跡率：64.3% 

 ベース
ライン 

フォロー
アップ 

ベースラ
イン 

フォロー
アップ 

ベースラ
イン 

フォロー
アップ 

ベースラ
イン 

フォロー
アップ 

回答者数 11,825 9,575 9,805 7,782 10,299 7,890 10,392 6,683 

 % % % % % % % % 

年齢（歳）     

18–29 16.7% 13.5% 11.0% 9.0% 23.3% 16.7% 30.4% 21.5%

30–39 19.4% 18.7% 18.6% 17.6% 14.5% 14.6% 11.7% 11.7%

 40–49 23.5% 24.3% 24.2% 24.8% 20.3% 21.7% 17.7% 19.6%

 50–59 20.3% 21.6% 22.2% 23.3% 19.7% 21.9% 18.0% 20.4%

 60–69 19.0% 20.7% 20.8% 21.9% 17.8% 20.1% 16.3% 19.6%

 ≥70 1.1% 1.2% 3.2% 3.3% 4.5% 5.1% 5.9% 7.2%

性別    

 男性 55.7% 57.4% 57.9% 59.9% 53.9% 57.0% 58.2% 58.8%

 女性 44.3% 42.6% 42.1% 40.1% 46.1% 43.0% 41.8% 41.2%

教育歴    

 高校卒業以下 28.9% 28.2% 28.1% 27.3% 30.9% 28.6% 31.7% 28.3%

 大学卒業以上 70.9% 71.6% 71.6% 72.4% 68.8% 71.2% 68.0% 71.4%

 その他 0.3% 0.2% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3%
等価所得（万
円） 

   

 <250 24.7% 24.4% 23.7% 23.5% 23.5% 23.3% 24.4% 24.1%

 250–349 16.5% 16.3% 16.4% 16.0% 15.3% 15.4% 14.8% 15.4%

 350–499 20.8% 21.1% 20.5% 20.8% 19.8% 20.0% 19.5% 20.1%

 ≥500 19.3% 19.8% 20.8% 21.5% 20.3% 21.6% 19.2% 20.8%

 わからない 18.6% 18.4% 18.6% 18.2% 21.1% 19.7% 22.1% 19.6%

婚姻状態    

 既婚 58.1% 59.8% 61.2% 61.5% 53.2% 56.6% 48.4% 53.3%

 未婚 34.3% 32.6% 31.0% 30.4% 39.9% 35.8% 45.0% 39.2%

 離婚/死別 7.6% 7.6% 7.8% 8.0% 6.9% 7.6% 6.7% 7.5%

居住形態    

 持ち家 67.8% 69.1% 69.6% 70.4% 68.2% 69.3% 67.2% 69.6%

 賃貸 32.2% 30.9% 30.4% 29.6% 31.8% 30.7% 32.8% 30.4%

主観的健康感    

 よい 88.7% 88.4% 88.2% 87.9% 87.5% 87.2% 87.4% 86.7%

 悪い 11.3% 11.6% 11.8% 12.1% 12.5% 12.8% 12.6% 13.3%

現在の飲酒状況    

 飲酒なし 40.1% 38.6% 38.3% 37.2% 43.1% 40.4% 46.2% 42.3%

 飲酒あり 59.9% 61.4% 61.7% 62.8% 56.9% 59.6% 53.8% 57.7%

禁煙期間    



 

100 
 

 半年未満 14.7% 14.2% 13.8% 14.0% 14.9% 13.5% 15.2% 14.1%

 半年以上 85.3% 85.8% 86.2% 86.0% 85.1% 86.5% 84.8% 85.9%
一日当たり喫煙
本数 

   

 <10 24.8% 24.3% 29.8% 29.7% 33.6% 33.4% 30.8% 29.8%

 10–19 41.1% 41.2% 39.1% 39.4% 38.9% 38.7% 39.6% 41.2%

 ≥20 34.1% 34.4% 31.2% 31.0% 27.6% 28.0% 29.7% 29.0%
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表２. 解析対象者の特性と喫煙状況の変化 
  非喫煙者 過去喫煙者 喫煙者 
 １年後の喫煙開始 １年後の喫煙再開 １年後の禁煙 
 なし あり なし あり なし あり 

  人数 (%) 人数 (%) 人数 (%) 人数 (%) 人数 (%) 人数 (%) 

合計 15,559 (98.5) 229 (1.5) 7,816 (93.5) 543 (6.5) 6,589 (84.7) 1,194 (15.3)
調査年   

 2017 4,610 (97.1) 137 (2.9) 2,117 (89.4) 252 (10.6) 2,127 (86.5) 332 (13.5)
 2018 3,599 (98.8) 43 (1.2) 1,907 (94.1) 119 (5.9) 1,786 (84.5) 328 (15.5)
 2019 3,921 (99.3) 26 (0.7) 1,995 (94.8) 110 (5.2) 1,563 (85.0) 275 (15.0)
 2020 3,429 (99.3) 23 (0.7) 1,797 (96.7) 62 (3.3) 1,113 (81.1) 259 (18.9)
年齢（歳）   

18–29 3,755 (97.8) 84 (2.2) 405 (86.7) 62 (13.3) 311 (70.5) 130 (29.5)
30–39 2,905 (98.0) 59 (2.0) 958 (89.1) 117 (10.9) 844 (80.3) 207 (19.7)
 40–49 3,136 (98.6) 43 (1.4) 1,805 (93.1) 133 (6.9) 1,871 (86.6) 289 (13.4)
 50–59 2,631 (99.1) 25 (0.9) 1,879 (93.1) 139 (6.9) 1,971 (85.9) 324 (14.1)
 60–69 2,594 (99.4) 16 (0.6) 2,287 (96.6) 81 (3.4) 1,403 (86.9) 212 (13.1)
 ≥70 538 (99.6) 2 (0.4) 482 (97.8) 11 (2.2) 189 (85.5) 32 (14.5)
性別   

 男性 6,225 (97.8) 137 (2.2) 5,657 (93.3) 403 (6.7) 5,267 (85.4) 902 (14.6)
 女性 9,334 (99.0) 92 (1.0) 2,159 (93.9) 140 (6.1) 1,322 (81.9) 292 (18.1)
教育歴   

 高校卒業以下 4,312 (98.2) 78 (1.8) 2,061 (93.7) 139 (6.3) 2,050 (86.2) 328 (13.8)
 大学卒業以上 11,205 (98.7) 150 (1.3) 5,736 (93.4) 404 (6.6) 4,518 (83.9) 865 (16.1)
 その他 42 (97.7) 1 (2.3) 19 (100.0) 0 (0.0) 21 (95.5) 1 (4.5)
等価所得（万円）   

 <250 3,820 (98.4) 61 (1.6) 1,841 (93.9) 120 (6.1) 1,512 (85.3) 260 (14.7)
 250–349 2,492 (98.7) 34 (1.3) 1,269 (93.5) 88 (6.5) 997 (85.1) 175 (14.9)
 350–499 2,954 (98.2) 55 (1.8) 1,624 (93.2) 119 (6.8) 1,537 (85.3) 265 (14.7)
 ≥500 2,753 (98.5) 42 (1.5) 1,811 (92.4) 148 (7.6) 1,586 (83.1) 323 (16.9)
 わからない 3,540 (99.0) 37 (1.0) 1,271 (94.9) 68 (5.1) 957 (84.8) 171 (15.2)
婚姻状態   

 既婚 7,943 (98.8) 96 (1.2) 5,504 (94.2) 339 (5.8) 3,903 (83.8) 757 (16.2)
 未婚 6,620 (98.2) 120 (1.8) 1,717 (91.8) 154 (8.2) 2,007 (86.4) 317 (13.6)
 離婚/死別 996 (98.7) 13 (1.3) 595 (92.2) 50 (7.8) 679 (85.0) 120 (15.0)
居住形態   

 持ち家 10,548 (98.7) 139 (1.3) 5,750 (94.3) 347 (5.7) 4,651 (85.6) 781 (14.4)
 賃貸 5,011 (98.2) 90 (1.8) 2,066 (91.3) 196 (8.7) 1,938 (82.4) 413 (17.6)
主観的健康感   

 よい 13,787 (98.6) 194 (1.4) 6,740 (93.3) 481 (6.7) 5,724 (84.4) 1,055 (15.6)
 悪い 1,772 (98.1) 35 (1.9) 1,076 (94.6) 62 (5.4) 865 (86.2) 139 (13.8)
現在の飲酒状況   

 飲酒なし 8,004 (98.7) 109 (1.3) 2,258 (92.7) 179 (7.3) 1,742 (84.5) 319 (15.5)
 飲酒あり 7,555 (98.4) 120 (1.6) 5,558 (93.9) 364 (6.1) 4,847 (84.7) 875 (15.3)
禁煙期間    

 半年未満 NA NA 870 (74.6) 297 (25.4) NA NA 
 半年以上 NA NA 6,946 (96.6) 246 (3.4) NA NA 
一日当たり喫煙本数    

 <10 NA NA NA NA 1,662 (74.0) 585 (26.0)
 10–19 NA NA NA NA 2,748 (88.0) 374 (12.0)
 ≥20 NA NA NA NA 2,179 (90.3) 235 (9.7)

Abbreviation：Not applicable, NA 
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表３. タバコ値上げと喫煙行動の変化の関連 

  非喫煙者 過去喫煙者 喫煙者 

 １年後の喫煙開始 １年後の喫煙再開 １年後の禁煙 

  
オッズ比 (95%信

頼区間) 
P 値 

オッズ比 (95%信
頼区間) 

P 値 
オッズ比 (95%信

頼区間) 
P 値 

タバコ値上げ 
(reference：前年) 

  

 2018 0.43 (0.30,0.61) <0.001 0.52 (0.41,0.66) <0.001 1.21 (1.03,1.42) 0.024 
 2019 0.53 (0.32,0.86) 0.010 0.86 (0.66,1.13) 0.280  0.95 (0.80,1.13) 0.557 
 2020 0.93 (0.53,1.64) 0.805 0.59 (0.43,0.81) 0.001  1.44 (1.20,1.72) <0.001
年齢（歳）     
18–29 Reference Reference Reference 
30–39 0.70 (0.48,1.01) 0.056 0.90 (0.62,1.32) 0.598  0.66 (0.50,0.87) 0.003 
 40–49 0.45 (0.30,0.69) <0.001 0.66 (0.45,0.95) 0.027  0.46 (0.36,0.60) <0.001
 50–59 0.33 (0.19,0.55) <0.001 0.73 (0.50,1.08) 0.112  0.48 (0.36,0.63) <0.001
 60–69 0.22 (0.12,0.40) <0.001 0.44 (0.29,0.67) <0.001 0.42 (0.31,0.56) <0.001
 ≥70 0.18 (0.04,0.78) 0.021 0.39 (0.19,0.79) 0.009  0.45 (0.28,0.72) 0.001 
性別     
 男性 Reference Reference Reference 
 女性 0.48 (0.37,0.63) <0.001 0.86 (0.69,1.08) 0.192  1.11 (0.95,1.31) 0.194 
教育歴     
 高校卒業以下 Reference Reference Reference 
 大学卒業以上 0.62 (0.46,0.83) 0.001 1.09 (0.87,1.36) 0.458  1.06 (0.91,1.24) 0.427 
 その他 0.92 (0.12,6.95) 0.935 – – 0.19 (0.02,1.68) 0.136 
等価所得（万円）     
 <250 Reference Reference Reference 
 250–349 0.84 (0.54,1.29) 0.417 0.94 (0.69,1.27) 0.674  0.96 (0.77,1.19) 0.705 
 350–499 1.14 (0.78,1.66) 0.506 1.07 (0.80,1.42) 0.653  0.99 (0.81,1.21) 0.908 
 ≥500 1.03 (0.68,1.56) 0.883 1.16 (0.87,1.53) 0.319  1.17 (0.96,1.43) 0.114 
 わからない 0.66 (0.44,1.01) 0.055 0.71 (0.51,0.98) 0.040  1.11 (0.89,1.38) 0.377 
婚姻状態     
 既婚 Reference Reference Reference 
 未婚 0.88 (0.63,1.22) 0.434 1.07 (0.84,1.36) 0.568  0.59 (0.50,0.70) <0.001
 離婚/死別 1.38 (0.76,2.51) 0.286 1.44 (1.02,2.04) 0.038  1.00 (0.80,1.26) 0.996 
居住形態     
 持ち家 Reference Reference Reference 
 賃貸 0.99 (0.75,1.31) 0.937 1.15 (0.93,1.42) 0.208  1.21 (1.04,1.40) 0.011 
主観的健康感     
 よい Reference Reference Reference 
 悪い 1.39(0.96,2.01) 0.083 0.76 (0.57,1.02) 0.067  0.93 (0.76,1.13) 0.447 
現在の飲酒状況     
 飲酒なし Reference Reference Reference 
 飲酒あり 1.21 (0.92,1.60) 0.168 0.88 (0.72,1.08) 0.236  0.95 (0.82,1.10) 0.478 
禁煙期間     
 半年未満  Reference  
 半年以上  0.12 (0.10,0.14) <0.001  
一日当たり喫煙本数     
 <10   Reference 
 10–19    0.42 (0.36,0.49) <0.001
 ≥20     0.35 (0.29,0.42) <0.001
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図 1. 紙巻きタバコ喫煙状況の変化 
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図 2. タバコ値上げと紙巻きタバコ喫煙行動の変化の関連のオッズ比 
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